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   Tuberculosis of the penis has become a rare disease since antituberculosis drugs have come 

to be widely used. It may be primary or secondary to coexisting tuberculose elsewhere in the 

body. In the case of gross destruction of the glans penis and urethra, it is not always easy 

to differentiate tuberculosis from carcinoma of the penis. 

   A 87-year-old man was admitted with painful ulceration on the glans penis and dysuria. 

Physical examination strongly suggested carcinoma of the penis other than infectious diseases. In 

addition, there was no evidence of a tuberculous lesion in other urogenital organs or lungs. There-

fore, partial amputation of the penis was performed after admission to the hospital. Histopathological 

findings, however, revealed typical tuberculosis with Langhans' type of giant cells and no malignancy. 

Key word: Tuberberculosis of the penis

緒 言

抗結 核剤の進歩,普 及に ともない泌尿器科領域にお

ける結 核患者数 もいち じる しく減少 しているが,尿 路

性器結核 のなかで も陰茎結 核は現在 では まれであ る.

最近,陰 茎癌の疑いの もとに陰茎部分切断術を施行 し

たが病理組織学的検査 の結果,陰 茎結核 と診断 された

i例 を経験 したので報告す る.

症 例

患 者:田 〇三〇,87歳,男 性

主 訴=陰 茎亀頭部 の潰瘍性病変 および同部の痙痛,

排尿困難

既往歴:結 核 の既往は ない

家族歴:弟 が肺結核に て58歳 で死亡

現病歴:1983年1月 頃 よ り,陰 茎亀頭部に赤色の丘

疹を自覚 してい たが 自発痛が存在 しなか ったため放置

していた.そ の後徐 々に亀頭部が潰瘍性に変化 し,疹

痛お よび排尿困難が出現 してきたため同年7月18日 に

当科を受診 した.な お,過 去6ヵ 月間に約5kgの 体

重減少を きた してい る.

入院時現症:体 格栄 養やや貧,貧 血お よび黄 疸は認

め られず,胸 部お よび腹部 の理学的所見に も異 常は認

め られない.睾 丸は両側 とも軽度萎縮 してい るが副睾

丸は両側 とも正常である.前 立腺は直腸内触診で軽度

の腫大が認め られる.全 身 の表在 リンパ節は触知 され

ない.

局所所見:陰 茎亀頭 部に不整形 の潰瘍が存在 し,黄

白色の痂皮が付着 している.冠 状溝には深い融合性 の

陥凹性癩痕を認 め,一 部は包皮 と癒着 している.亀 頭

部全体 が硬 く,外 尿道 口部に狭窄が認め られる(Fig.

1).

入院時検査成績:RBc387×104/mm3,Hb12.09/

dl,Ht35.4%o,wBS5,900/mm3(st.5%,Seg.44%
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Lym。50%,Mono.1%),platelet23.2×104/mm3,

GoT31mu/ml,GPT17mu/ml,LDHI68mu/

ml,AL-P.98mu/ml,T.Bilio.3mg/dl,T・P・6.69/

d1,Alb.2.89/d1,BuN17mg/d1,creat・1.3mg/dl

uricacid6.31ng/d星,Inor.P.3.4mg/dl.空 腹 時 血

糖75mg/dl,血 沈1時 間 値20mm,2時 間値50mm.

梅 毒反 応:緒 方 法,ガ ラス板 法,TPHAと もに 陰性.

ツベ ル ク リン反 応;54mm×32mm,硬 結(+)で 中

等 度 陽 性.CEA1・5ng/ml,α 一Fetoprotein2。1ng/

ml.PSPtest:15分 値20%,120分 値70%.

初 診 時 尿所 見:黄 色 透 明,蛋 白(+),糖(一),ウ

ロビ リノ ー ゲ ン反 応 正 常,沈 漬 正 常,一 般 細 菌 お よび

結 核 菌 培 養 陰性

X線 検査=胸 部X線 検 査 では 異 常 は 認 め られ なか っ

た,排 泄 性 腎 孟造 影 で は両 腎 の機 能,形 態 お よび 両 側

尿 管 の 通 過 性,膀 胱 の形 態 は 正 常 であ った.尿 道 造影

(Fig.2)で は 前 部 尿道 に外 尿 道 口よ り約4.5cmに

わ た って 著 明 な 狭 窄 が認 め られ,同 時 に 後 部 尿道 の延

長,前 立 腺 部 尿 道 の 扁 平化 お よび 膀 胱 頸 部 の 陰影 欠 損

も認 め られ,軽 度 の 前立 腺 肥 大 の所 見 を 呈 して いた.

1983年8月1日,陰 茎癌 を疑 っ て陰 茎 部 分 切断 術 を

施 行 した.陰 茎根 部 よ り約5cm遠 位 部 で 切断 した

が,断 端 部 に は 肉 眼 的 に は腫 瘍 は 認 め られ な か った.

ま た鼠 径 部 リ ンパ 節 は触 知 しなか った た め リンパ節 の

郭 清は お こな わ な か った.

病 理 組 織 学 的 所 見 ・ 陰 茎亀 頭 部 の病 変 部 お よび 尿

道,陰 茎 海 綿 体 に 粟 粒 大 で ラ ン グハ ンス型 巨細胞 お よ

び類 上 皮 細 胞 よ り成 る結 節 を 散見 し,周 囲 に は高 度 の

形 質細 胞 お よび リンパ 球 浸 潤 を認 め 結 核 結 節 で あ った

(Fig.3).

術 後 経 過:術 後17日 目 よ り,硫 酸 ス トレプ トマ イ シ

ンo,59×2/週,お よびRFP450mg/日,INAO.69/

日の3者 併 用 の抗 結 核 療 法 を 開始 した.現 在 治療 開 始

後3ヵ 月が 経 過 した が 陰 茎 断 端部 に 異 常 所 見 は認 め ら

れ て い な い.

考 察

1965年 よ り1983年 までの19年 間に当教室 で経験 した

尿路性器結核は129例(男771女52)で あ り,男 性77

例の うち陰茎結 核 と診断 された ものは今回の報告が第

1例 目である、

陰茎結核の本邦報告例は1920年 に柳原1)が 詳細に報

告 して以来1969年 までに101例 が報告 され,1970年 以

降は1983年 に野 口ら2>の集計 した ものに今回われわれ

が調べえた症例を加え ると28例(Table1)が 報告 さ

れ てお り,自 験例は129例 目にあた ると考え られ る.
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上 田 ・ほか:感 染症 ・陰茎結核
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7

7

7

7
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田14〕(80)

永ls}{80}
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」li18)(81)

Jlil9)(82)

安2。)(82)

口2)(83)

(83)

フ6

36

60

49

56

47

59

33

65

58

40

47

69

38

49

55

43

26

52

66

56

63

27

43

48

63

87

不 明

腎

腎

不 明

不 明
肺・頚部
リンパ節

(一)

(一)

肺

不 明

下腿皮膚

(一)

肺(?》

不 明

不 明

不 明

不 明

不 明

不 明

不 明

不 明

肺

肺

不 明

不 明

(一)

(一)

(一)

(一)陰 茎 切断 術

(一)SM,PAS,INAH

(一)SM,PAS,INAH

(一)抗 結 核剤

(十)抗 結 核剤

(一)ツ 反 脱感 作 療 法

(一)SM,RFP,INAH

(一)PAS,INAH

(一)監 瀟綴暫低AH
不 明SM,PAS,INAH

(一)RFP

(一)SM,RFP,INAH

不 明 抗 結 核剤

(一)1NAH,EB

不 明 丸 山 ワ ク チ ン

不明 婆筆智畢食譲膏
不 明RFP,INAH

不 明 抗 生 物質,消 炎 剤

不 明INAH

(一)PAS,INAH

(一)不 明

不 明 丸 山 ワ ク チ ン

(一)PAS,INAH

不 明RFP,INAH

不 明 抗 結 核剤

(一)SM,RFP

(一)SM,RFP,INAH

不 明SM、RFP,INAH

1970年以降の28例 を分析す ると,年 齢は,最 低26歳 か

ら最高は今回われわれが報告 した87歳 で,平 均年 齢は

52.3歳 であ る.こ の うち他臓器に結核病巣を有する2

次的陰茎 結核 で ある ことが 判 明して い るものが8例

(28.6%〉 存 在す る.い っぼ う欧米では,1946年Le・

wis21)が110例 を集計 しているが,そ の後1983年 まで

はKaufmanら22)(1954年)の6例,Walkerら14)

(1968年)の1例,Agarwa11aら24》(1980年)の2例 が

報告され ているにす ぎない.未 報告 の症例数 を推測す

ることは不可能 であ るが,欧 米で少 ないのは徹底 した

結核に対す る予防ない し抗結核療法 がいちはや くおこ

なわれた結果 であると思わ叡 る.本 邦 において も今後

陰茎結核の発生 は漸次減少 してゆ くもの と期待され る.

陰茎結核の感 染経路 としては,i)原 発性,ii)肺 病

巣か らの血行性 感染,iii)尿 路性器結核か らの感染な

どが考え られ るが,2次 的 な陰茎結核 では肺病巣か ら

の感染はむ しろ少な く,ほ とんどが尿路性器結核か ら

の感染 であ ると考え られてい る.自 験例では,肺 ある

いは尿路性器 の結核病巣は認め られず,陰 茎への直接

感染,す なわ ち原発性 であると推測 され る.陰 茎結核

の臨床像 は,丸 山ら25)(1964年)に よると,ま ずは じ

めに亀頭や外尿道 口周囲の深部に結 節を生 じ,あ るも

のはその まま吸収 され,あ るものは漸次表面に 出て自

潰 し潰瘍を作 る.そ の潰瘍 の基底部は灰 白黄 色の壊死

性物質 で被われ る.陰 茎縫合線部 の皮下静脈は 白色索

状に硬化 し亀頭結 節 よ り病変が静脈に沿 って伝搬 され

ることが あると述べてい る.柳 原1)(1920年)は 陰茎

結核を発症 の強弱,発 疹の位置に より5病 型に分類 し

ている,す なわ ち第1型 は陰茎亀頭 部の発疹 で,一 般

に表在性 で小 さ く多 くは粟粒大ない しは帽針頭大 で膿

庖あるいは丘疹の形状 をとる.第 皿型は陰茎亀頭部 の

発疹が亀頭深部に発生 し粟粒大以上 の結節で,つ いに

は表面 に現れ潰瘍を 形成す ることがあ る.第 皿型 は

亀頭 のみな らずそれに接す る陰茎海綿体,尿 道海綿体

に 凹凸不整 の硬結 を作 る もの.第IV型 は陰茎幹 の皮

下静脈に発生す るもの.第V型 は陰茎幹皮膚に発生す

る皮疹 である.本 症例は第 皿に属す るもの と考 え ら

れる.組 織学的には他 の結核病変 とまった く同様 で,

中心部は乾酪変性 をな し,そ の周囲には上皮様 細胞,

巨細胞,リ ンパ球の浸潤が認め られ る.さ らに血管,
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とくに静脈壁 の内膜が肥厚 し,血 栓形成が認め られ る

ことが ある.病 巣部 よ り結核菌が証 明されれば診断は

より確実であ るが,結 核菌が証 明されない ことも多

く,後 者を陰茎結核 疹 とし真性 の陰茎結核 と区別する

とい う意見 もあ る7).鑑 別すぺ き疾患 として陰茎癌以

外には,梅 毒の硬性下瘡,サ ルコイ ドーシスが重要 で

あ るが,Wassemlan反 応,ツ ベル クリン反応に よ り

比較的鑑別が容易 であ ると考え られ る.サ ルコイ ドー

シスの場合は臨床的に病巣の中心部 は治癒傾向を示 し

潰瘍化 はまれ であ る.自 験例 は術前に陰茎癌を疑 って

陰茎部分切断術をお こなったが,結 果的には結核性病

変 であった.

治療 としては,抗 結核剤 の3者 併用療法(SM,PAS,

INAH.)が 主流をな しているが,そ の他 ツベル クリ

ン脱感作療法 や丸 山 ワクチ ンが有効であった症例 も報

告 されている11>.自 験例の ごとく他臓器に結核病巣が

な く原発性 であると考え られ る場合に は,野 口ら2)の

述べているごと く,一 応 治癒 したと考え られ る時点 で

治療 を中止 し,そ の後経 過を観察すれば よい と考えて

いる.

結 語

87歳 の男性にみ られた陰茎結核の1例 を報告 し,若

干 の文献的考察を加 えた.自 験例は129例 目の報告に

あたる と考えられ る.
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